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　平成２２年第３回稲敷市議会定例会が９月７日から２４日までの１８日間
にわたり開かれました。
　市長より提出された議案は、報告案件６件、条例の改正案１件、各会計
の補正予算案８件、平成２１年度各会計決算案１３件、そのほか不動産の
買入れ等を含め、合計３１案件でした。
　また、最終日には追加議案として市長から議案２件が提出されました。
　議会の審議経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
９月　７日（火）開会

議案について市長の提案理由説明を受ける（３１議案）。
（９月 ８日は議案調査のため休会）

９月　９日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
９月１０日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【４名】

議案に対する通告質疑【１名】
審査のため各常任委員会へ報告を除く議案２４件を付託する。

９月１３日（月）
９月１４日（火）

常任委員会による付託議案審査
【総務常任委員会・市民生活常任委員会】

９月１６日（木）
９月１７日（金）

常任委員会による付託議案審査
【教育福祉常任委員会・産業建設常任委員会】

９月２１日（火）平成２１年度各会計決算認定案の全体審査会
（議事整理のため９月２２日は休会）

９月２４日（金）市長から議案２件が追加提出される。
各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。
議案２４件に対して討論、採決を行う。
議会運営委員会から、改選後の議会構成及び議会改革の報告を
受ける。また、入札問題等調査特別委員会から、審査終了に伴
う最終報告を受ける。
追加議案２件について市長より説明を受け、各議案に対し質疑、
討論、採決を行う。
閉会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第 6 号
平成 21年度稲敷市一般会計継続
費精算報告書について

平成21年度に終了した継続費に係る3事
業の精算について報告するもの

― 報　告

報告第 7 号 健全化判断比率の報告について

平成21年度決算を基に実質赤字比率、連
結実質赤字比率、実質公債費比率及び将
来負担比率について算定し、監査委員の
審査を経て議会へ報告するもので、いず
れも早期健全化基準を下回っている。

― 報　告
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平成平成２２２年 第３回 ２年 第３回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

平成21年度決算を認定平成21年度決算を認定平成21年度決算を認定
議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第 8 号
稲敷市農業集落排水事業特別会計
の資金不足比率の報告について

各公営企業会計について、平成21年度決
算を基に、資金不足比率を算定し、監査
委員の審査を経て議会へ報告するもので、
すべての会計において資金不足はない。

― 報　告

報告第 9 号
稲敷市公共下水道事業特別会計の
資金不足比率の報告について

― 報　告

報告第10号
稲敷市水道事業会計の資金不足比
率の報告について

― 報　告

報告第11号
稲敷市工業用水道事業会計の資金
不足比率の報告について

― 報　告

議案第43号
稲敷市医療福祉費支給に関する条
例の一部改正について

茨城県医療福祉対策要綱の改正に伴い、
引用条項の改正をするもの。

市民生活 原案可決

議案第44号
平成 22年度稲敷市一般会計補正
予算（第2号）

予算総額を１８７億４７０１万３千円とする 各常任委員会 原案可決

議案第45号
平成 22年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第1号）

予算総額を５５億３２３４万２千円とする 市民生活 原案可決

議案第46号
平成 22年度稲敷市老人保健特別
会計補正予算（第1号）

予算総額を１６４１万８千円とする 市民生活 原案可決

議案第47号
平成 22年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第2号）

予算総額を４億７６２７万３千円とする 産業建設 原案可決

議案第48号
平成 22年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第1号）

予算総額を１９億９５２５万４千円とする 産業建設 原案可決

議案第49号
平成 22年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第1号）

予算総額を２７億１９２９万円とする 教育福祉 原案可決

議案第50号
平成 22年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計補正予算（第1
号）

予算総額を１億２０５２万１千円とする 産業建設 原案可決
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第51号
平成 22年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第1号）

予算総額を７億９１５２万９千円とする 市民生活 原案可決

議案第52号
平成 21年度稲敷市一般会計歳入
歳出決算認定について

歳入決算額： １９５億５００１万４８６０円
歳出決算額： １８５億  １６５万  ５１５円

各常任委員会 原案認定

議案第53号
平成 21年度稲敷市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定につい
て

歳入決算額：   ５６億７２７３万２７０９円
歳出決算額：   ５５億  ２２２万５１４４円

市民生活 原案認定

議案第54号
平成 21年度稲敷市老人保健特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ４２０４万２０３７円
歳出決算額： ４１８２万６５１１円

市民生活 原案認定

議案第55号
平成 21年度稲敷市，稲敷郡町村及
び一部事務組合公平委員会特別会
計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ２９万  ８４４円
歳出決算額： ４万６５６０円

総　　務 原案認定

議案第56号
平成 21年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額： ４億９１１７万６４７５円
歳出決算額： ４億７７２９万８８９６円

産業建設 原案認定

議案第57号
平成 21年度稲敷市公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

歳入決算額： １８億６９２６万６３９７円
歳出決算額： １８億２６０３万９２６１円

産業建設 原案認定

議案第58号
平成 21年度稲敷市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ２５億３０２０万５９２５円
歳出決算額： ２４億５２５２万６４２５円

教育福祉 原案認定

議案第59号
平成 21年度稲敷市浮島財産区特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： １６０万５７４８円
歳出決算額： １１６万４４１２円

総　　務 原案認定

議案第60号
平成 21年度稲敷市古渡財産区特
別会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額： ３７６万３５６５円
歳出決算額： ３４５万４６４０円

総　　務 原案認定

議案第61号
平成 21年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計歳入歳出決算認
定について

歳入決算額： １億１５１６万９８３４円
歳出決算額： １億１４４５万８６６０円

産業建設 原案認定

議案第62号
平成 21年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

歳入決算額： ７億５８３０万３９５０円
歳出決算額： ７億３２１１万４０９５円

市民生活 原案認定

議案第63号
平成 21年度稲敷市水道事業会計
決算認定について

収益的支出： ９億２５８０万１０６７円
資本的支出： ４億４６９７万８８６８円

産業建設 原案認定

議案第64号
平成 21年度稲敷市工業用水道事
業会計決算認定について

収益的支出： ７５５万  ２０４円 産業建設 原案認定

議案第65号 不動産の買入れについて
桜川地区「まちづくり交付金公園整備事
業」で計画されている、駐車場兼雨水調
整池の整備に必要な用地を取得するため。

産業建設 原案可決
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第66号 市道路線の認定について
新たに生じた「大字境島字西浦」地内の、
市道 東 1696号線以下 6路線を認定する
もの

産業建設 原案可決

諮問第 5 号
人権擁護委員候補者の推薦につい
て

古渡　　遠　藤　政　男　（再任） ― 原案同意

議案第67号 工事請負契約の締結について

契約内容：江戸崎小学校校舎耐震補強及
び大規模改修工事

契約金額：２億８１１９万円
（特定建設工事共同企業体による一般競争入札）

― 原案可決

議案第68号 工事請負契約の締結について

契約内容：新利根中学校校舎耐震補強及
び大規模改修工事

契約金額：１億８７７４万円
（特定建設工事共同企業体による一般競争入札）

― 原案可決

質問者　平　山　　寧　議員

議 案 質 疑

議案第52号　平成21年度一般会計歳入歳出決算認定
　 問　　予算が組まれても、支出がゼロである理由について説明を求める。

　答弁　（親見総務部長）

　予算編成の場合、執行予定額で計上しているが、特別な理由により事業を中止したり、
また災害復旧費等については、万が一災害が発生した場合にいち早く対処するための最
低予算額のみを計上しています。幸い災害が発生しなかったため、執行額が　ゼロになっ
たものです。

　 問　　江戸崎地方たばこ販売協力会への負担金支出と、市たばこ販売促進会への補助金支出の
理由について説明を求める。

　答弁　（久保木市民生活部長）

　　　　　江戸崎地方たばこ販売協力会は、稲敷市と美浦村で構成されている組織で、全小売店
の販売促進の取りまとめ的役割を担っています。また、市たばこ販売促進会は旧４町村
から引き続いた稲敷市独自の組織で、すべての小売店が加盟しており、どちらもたばこ
の需要拡大と地元の販売拡大を目的に促進活動を実施していることに対する支出です。
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根 本　 保
議　員

国際交流事業の取組み方針は
田口市長  役割・意義を検討した助成を

サーモンアーム市からの青少年訪問団

当市の国際交流事業は姉妹都市カナダ・サーモンアーム市と
の交流が中心であるが、派遣に参加する生徒負担額の軽減と

随行員の応分負担についての考えを問う。
　また、政治的・経済的にも結びつきが強まっている中国と 40年
近くも民間交流活動を続ける日中友好協会への、広義での国際交流
費の運用を求める。

市内では国際交流に関して3団体が活動中であり、企画課が窓

口として対応中です。

　姉妹都市との交流事業の補助のあり方については、補助対象の方々

の役割や意義等を再考の上で検討したいと思います。

　市内には中国をはじめいろいろな国の方々が住んでおり、市民や

企業も世界各国との結びつきが広がっています。それらを踏まえて、

団体の補助体制については国際交流協議会等の必要性も考慮してい

ます。

　日中友好協会については活動支援・育成協力の観点から

従来同様の対応を考えています。

根本

市長
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市
政
を
問
う

自
治
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団
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映
画
や

テ
レ
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ラ
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Ｃ
Ｍ
等

の
撮
影
支
援
や
誘
致
を
行

う
フ
ィ
ル
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が
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経
済
や
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活
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に
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ィ
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ミ
ッ
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ン
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等
17

自
治
体
で
設
立
さ
れ
、
専

門
の
事
務
局
を
置
い
て
推

進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

当
市
の
取
組
み
実
績
と

県
と
の
連
携
状
況
、
今
後

の
推
進
方
針
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

市内での撮影風景

長引く不況の中で地域経済活性化の
カギを握るのは、地元に根付いた商

工業の活躍と考える。地場産業の育成は大
きな課題であり、早急に取り組まなければな
らない問題と認識しているが、市の感覚は
市民の実情とかけ離れているように感じる。
　出先機関や末端職員まで統一理解の図れ
る意思決定の方向性が市には足りないので

はないか。明日
からでもできる
こと、中期的・
長期的にできる
ことを目に見え
る形で示して欲
しい。市民がき
ちんと雇用され、

地場産業が発展できるような思い切った政
策を望む。
 

中小企業の資金繰り支援のために、

自治金融制度や景気対応緊急補償制

度等の活用推進を図っています。地域消費

拡大の推進では、昨年度に引き続きスーパー

プレミアム商品券発行事業を実施します。

　今後は、企業訪問や商工会との意見交換

による地元企業ニーズの把握に努め、市内

企業の活性化に市全体で取組むことが必要

と考えています。市内企業の活性化を図る

見地から、市発注業務の地元企業受注機会

の確保に心がけていきます。

地場産業育成へ思い切った政策を
田口市長  市内企業の活性化に取組む

根本

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

実
績
と
推
進
を
問
う

田
口
市
長 
市
内
撮
影
は
22
作
品

市
長

市長

伊 藤　 均
議　員

根 本 光 治
議　員

市
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
や
ロ

ケ
地
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
図
り
、
県
の
い
ば

ら
き
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
連
携
し
て
撮
影

場
所
の
紹
介
、撮
影
支
援
・

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
4
年
前
か

ら
旧
江
戸
崎
西
高
、
大
日

苑
、
縫
善
寺
な
ど
を
使
用

し
て
「
夜
光
の
階
段
」「
怪

物
く
ん
」
等
22
タ
イ
ト
ル

の
撮
影
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
庁
舎
供
用
に
合
わ
せ
た

行
政
機
構
見
直
し
の
中
で

設
置
と
専
従
体
制
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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一
般
質
問

高野 貴世志
議　員

安全なまちづくりを推進

全
市
民
を
対
象
と
し

た
訓
練
や
、
広
域
的

な
大
規
模
訓
練
等
の
計
画
を

問
う
。

　

夜
間
・
休
日
等
の
避
難
所

開
閉
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

妊
婦
等
の
災
害
時
要
援
護
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
状
況
は

進
ん
で
い
る
か
。
啓
蒙
活
動

の
実
状
と
、
自
主
防
災
組
織

の
現
状
は
。

全
市
民
対
象
の
防
災

訓
練
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
。
消
防
団
と
職
員
対
象

の
訓
練
、
中
学
校
で
の
生
徒

を
交
え
た
訓
練
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
実
践

的
、
緊
迫
感
の
あ
る
内
容
を

計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

市
内
に
は
40
ヶ
所
の
避
難

所
が
あ
り
、
各
施
設
と
も
災

害
時
に
は
所
管
課
が
開
錠
し

ま
す
。
災
害
時
要
援
護
者
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ
れ
て
お

ら
ず
、
自
主
防
災
組
織
も
市

内
に
２
ヶ
所
の
み
の
状
況
で

あ
り
、
今
後
早
急
に
整
備
推

進
を
図
り
ま
す
。

高
野

市
長 市

の
防
災
対
策
は
万
全
か

田
口
市
長 
早
急
に
整
備
し
意
識
高
揚
を
図
る

新庁舎建設に関する 100 人市民会議
は参加者が少ないと聞くが委員委嘱、

会議開催の実績を尋ねる。
　庁舎建設の考え方や方向性は決まったのか。
建設を最小限に抑えることには賛成だが、校
舎の一部利用には賛成できない。何を根拠に
決定したのか。

100 人市民会議は公募 23 人、推薦依

頼 60 人の 83 人で構成され、最多で

69 人、最小 39 人の参加状況の下に開催され

ました。

　旧校舎の一部利用については、急激な人口

減少が進む中、現時点の職員数で新築庁舎を

建設するよりも、既存校舎を利用して将来の

職員数減少に柔軟に対応できる、コンパクト

な新築庁舎が必要と判断したものです。

　また、事業費については、４地区にある既

存庁舎の改修・解体等も含めて 35 億円を目

標に進めてまいります。

新庁舎建設の方向性を問う
田口市長  新庁舎は校舎の一部利用を検討

市長

高野

100 人市民会議



9 稲敷市議会だより　第22号

市
政
を
問
う

平 山　 寧
議　員

本年４月に小学 6年生と中学３年生
を対象とした全国学力テストが実施

された。全校対象ではなく一部抽出方式で
あり、正確な判断を下せるものではないと
思うが、公表する考えはないか。

本市では、小学校 4校、中学校１

校が参加し、抽出校以外では希望

利用という形で参加しました。文科省から

序列化や、過度の競争につながらないよう

配慮するという通達を受け、テスト結果は

公表していない状況です。

　近隣の市では、50％を超えた実施率であ

れば公表するが、学校ごとの点数は公表し

ていないということなので、今後教育委員

会で協議、検討していきます。

市内小中学校の学力水準は
坂本教育長  教育委員会で協議

平山 教育長

厚
生
労
働
省
は
、

学
童
保
育
で
今
年

３
月
か
ら
7
月
の
間
に
、

14
の
県
で
23
人
の
児
童
が

大
け
が
を
負
っ
て
い
た
と

発
表
し
た
。

　

本
市
で
は
、
ど
の
よ
う

な
事
例
に
ど
う
対
応
し
安

全
策
を
講
じ
て
き
た
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
故

が
発
生
し
て
い
る
か
尋
ね

る
。

現
在
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
学

校
内
が
５
ケ
所
、
学
校
以

外
の
施
設
を
利
用
し
て
い

る
の
が
３
ケ
所
あ
り
ま
す
。

学
校
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
室

は
、
１
階
の
空
き
室
を
利

用
し
、
開
設
に
当
た
っ
て

は
、
安
全
面
に
配
慮
し
状

況
に
応
じ
た
改
修
を
行
い
、

遊
具
は
安
全
点
検
さ
れ
た

遊
具
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
の
施
設
は
遊
具

施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

指
導
員
の
管
理
の
も
と
運

営
し
て
い
ま
す
。
幸
い
に

し
て
事
故
の
報
告
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
と
も
児

童
の
安
全
確
保
の
徹
底
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
山

部
長

学
童
保
育
の
安
全
性
は

保
健
福
祉
部
長 

安
全
確
保
の
徹
底
を

図
っ
て
い
く

そ
の
他
、
税
の
滞
納
に

つ
い
て
、
ま
た
大
学
と

の
連
携
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。



10稲敷市議会だより　第22号

一
般
質
問

井戸賀 吉男
議　員

大湖 金四郎
議　員

本
市
が
取
り

組
も
う
と
し

て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
の
推
進
は
、
地
域

社
会
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
課
題
で
も
あ
る
。

　

循
環
型
社
会
構
築
の
た

め
、
特
に
分
別
収
集
に
よ

る
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
に
対
す
る
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

本
市
と
美
浦
村
の

住
民
、
事
業
者
、

行
政
の
３
者
の
協
力
と
連

携
に
よ
る
循
環
型
社
会
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

ご
み
分
別
検
討
協
議
会
を

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組

合
で
８
月
に

設
立
し
ま
し

た
。
資
源
化

に
よ
る
ご
み

の
減
量
化
に

向
け
、
収
集

を
今
後
ど
の

よ
う
に
行
う

か
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
、

新
た
に
分
別

処
理
を
行
う

た
め
の
モ
デ

ル
事
業
地
区

市
長

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
は

田
口
市
長 
平
成
25
年
度
か
ら
新
体
制

井
戸
賀

昨年、国の施策により女性特有のが
ん検診推進事業が実施され、検診の

無料クーポン券が発行されたことから、本
市のがん検診の受診率を伺う。
　また子宮頸がんは、20歳から 30歳代の
女性に急増しているが、予防できる唯一の
がんと言われている。予防ワクチンを接種
する場合、全額個人負担となり高額になる
ため、県内の市町村では公的助成を行って
いるところもある。
　市長の公的助成に対する考えを聞きたい。
 

昨年度、無料クーポン券による受診

率は、乳がん検診が４１８名で 24・

４％、子宮頸がんは２２８名で 18％でした。

　予防ワクチンの接種は、半年間に３回、費

用は５万円位かかり高額のため受けにくい

と思います。現在、国では予防接種法の改

正を進めており、また予防ワクチン接種の

公費助成について来年度予算に要求を盛り

込むとの報道もあります。国の動向を踏まえ

具体的な内容を調整して 23年度当初から公

費助成を実施していきたいと考えています。

早期発見、早期治療の支援を望む

大湖

市長

守りたい美しい郷土守りたい美しい郷土

田口市長  厚生労働省を注視

を
市
内
８
ケ
所
に
試
験
的

に
設
け
、
平
成
25
年
度
か

ら
の
ご
み
減
量
化
に
向
け

た
新
た
な
分
別
処
理
体
制

を
計
画
し
て
い
ま
す
。



11 稲敷市議会だより　第22号

市
政
を
問
う

浅 野 信 行
議　員

なぜ、教職員の心の病が増えている
のか。生徒指導や学習内容の変化に

対応できない等の多忙性ストレスや、多様
化する保護者、地域の期待・要望への対応
が困難であること等が主な原因とされてお
り、教職員同士の人間関係が希薄になって
いること等も要因の一つと指摘されている。
　子ども達が安定した教育を受けられ、ま
た苦しい思いをする先生を増やさないため
にも早急に取り組む問題であるが、所見を
伺いたい。

学校の管理職は、公務の効率化と

一部の教職員に過重負担とならな

い適正な業務分担をすることや、職場内で

日頃から気軽に相談や情報交換ができる環

境づくりをする等、メンタルヘルスの推進

に努めるよう、各学校長へ指導助言してい

ます。

また管理職が、精神的な疲れを感じている

教職員の早期発見や必要に応じた医療機関

等への受信を促すといった対応が迫られて

おり、心の病気にかかる前の対策が最も大

切と考えています。

教職員の心の病を問う
坂本教育長  教育委員会で検討、早期発見に努める

浅野 教育長

子
ど
も
に
光
を
当
て

た
教
育
の
推
進
に
は

現
場
の
先
生
方
の
力
が
必
要

で
あ
り
、
先
生
方
が
元
気
に

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を

増
や
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。

　

し
か
し
、
現
在
学
校
で
は

学
力
低
下
へ
の
懸
念
や
、
い

じ
め
・
不
登
校
等
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
解
決
の

た
め
の
会
議
や
夜
間
の
家
庭

訪
問
等
、
多
忙
な
状
況
に
あ

る
こ
と
、
ま
た
学
校
へ
の
要

求
や
苦
情
が
増
え
、
学
校
現

場
だ
け
で
は
解
決
困
難
な

ケ
ー
ス
が
年
々
顕
著
に
な
っ

て
い
る
と
聞
く
。

　

先
生
方
の
多
忙
感
解
消
の

た
め
に
、
問
題
解
決
の
支
援

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

学
校
に
は
、
保

護
者
か
ら
の
要

求
や
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
初

期
対
応
を
誤
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
職
員
の
共
通
理
解
を

十
分
に
図
る
こ
と
、
ま
た
要

求
や
ク
レ
ー
ム
等
を
、
不
安

や
困
っ
て
い
る
姿
と
捉
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
共
感

的
な
姿
勢
で
保
護
者
と
良
い

人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
を
、

職
員
が
共
通
理
解
す
る
こ
と

が
最
も
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

市
内
全
て
の
学
校
が
子
ど

も
の
夢
や
希
望
、
保
護
者
の

願
い
、
地
域
の
声
を
受
け
止

め
て
、
信
頼
関
係
等
を
築
き
、

子
ど
も
1
人
1
人
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浅
野

教
育
長

先
生
の
多
忙
感
解
消
を
望
む

坂
本
教
育
長 

子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
た
い



12稲敷市議会だより　第22号

一
般
質
問

山 下 恭 一
議　員

山 本 祐 子
議　員

平
成
20
年
に
お
け

る
農
作
業
で
の
死

亡
者
は
３
７
４
人
、
高
齢

者
の
事
故
は
、
全
体
の

79
％
を
占
め
る
高
い
割
合

に
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
農
作
業
事
故

が
多
い
要
因
と
し
て
、
加

齢
に
よ
る
心
身
機
能
や
判

断
力
の
低
下
等
に
よ
る
も

の
が
主
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
農
業

は
特
に
高
齢
化
が
著
し
く

進
ん
で
い
る
分
野
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
政
府
や
地
方

自
治
体
等
、
関
係
機
関
に

農
業
従
事
者
の
命
を
守
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

市
と
し
て
の
安
全
対
策

へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

山
本 農

業
従
事
者
の
命
を
守
れ

田
口
市
長 
啓
発
運
動
や
情
報
提
供
を
強
化
し
た
い

市
の
安
全
対
策
へ

の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
国
で
実
施
し
て
い

る
農
作
業
安
全
確
認
運
動

の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を

活
用
し
て
、
春
・
秋
作
業

の
時
期
を
前
に
農
作
業
の

安
全
意
識
を
高
め
、
注
意

事
項
を
確
認
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
の
広
報
紙
、

防
災
無
線
等
を
通
じ
て
、

農
作
業
の
安
全
意
識
の
向

上
に
向
け
た
啓
発
運
動
や
、

県
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る

研
修
会
等
の
情
報
提
供
も

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今年も豊年満作

市
長

社会情勢が停滞している現在、ます
ます行政や職員に対して高度な行政

サービスを求めてくることも事実であると
考える。経済情勢の変化や厳しい財政状況
の中、市民満足度を高め、活力ある行政で
あり続ける為には、人材育成は重要な施策
であると考えるが、これまでの取り組みに
ついて伺う。

　また、他市
との人事交流
や職員の自己
啓発、スキル
アップについ
て市長の考え
を伺う。

人材育成については、今年度から新

たな人事評価システムを本格実施し

て意欲、能力、業績に基づいた人材育成型

の評価制度の確立を目指しています。

　他市との人事交流等については、他市の行

政運営に触れることは人材育成に有益な手段

と考えられ、今後は各種人事交流の派遣先と

して、他の自治体も含め検討したいと考えて

います。

　職員の自己啓発については、単に職員の主

体性だけでなく自己啓発のきっかけづくりの

ため、研修の実施や情報提供、また専門的な

資格取得等を目指すための休業制度の整備等

の導入を検討し、積極的な能力開発の支援を

行っていく必要があると考えています。　

職員の人材育成をどう考えるのか
田口市長  積極的な支援を行う必要がある

山下 市長



13 稲敷市議会だより　第22号

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

当
特
別
委
員
会
は
、
平
成
22
年
第

１
回
定
例
会
で
の
議
決
に
よ
り
、
地

方
自
治
法
第
98
条
第
１
項
に
基
づ
く

検
査
権
限
を
付
与
さ
れ
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。
平
成
21
年
度
中
の
談

合
情
報
及
び
報
道
が
あ
っ
た
事
案
５

件
に
関
し
て
、
10
回
に
わ
た
っ
て
慎

重
な
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

対
象
事
案
５
件
の
新
聞
報
道
や
談

合
情
報
文
書
の
他
、
市
が
公
正
取
引

委
員
会
へ
通
報
し
た
報
告
書
、
業
者

か
ら
の
事
情
聴
取
書
、
誓
約
書
、
入

札
調
書
等
、
談
合
情
報
把
握
後
に
市

が
措
置
し
た
事
務
処
理
に
係
る
文
書

類
の
提
出
を
受
け
、
こ
の
資
料
等
に

基
づ
い
て
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
回
か
ら
第
９
回
ま
で
の
委
員

会
で
は
、
談
合
情
報
内
容
や
そ
の
対

応
処
理
、
業
者
指
名
選
考
の
方
法
や

契
約
審
査
会
審
査
が
適
正
な
機
能
を

発
揮
し
て
い
た
か
、
業
務
に
係
る
職

員
の
役
割
や
倫
理
行
動
等
に
関
し
て
、

書
類
上
及
び
関
係
職
員
か
ら
の
聞
き

取
り
に
よ
り
調
査
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
最
終
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
指
摘
・

要
望
事
項
を
軸
に
し
た
意
見
の
集
約

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
を
実
施
し
た
全
事
案
に
つ
い

て
は
、
入
札
・
落
札
に
関
し
市
の
措

置
は
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
が
、
調
査
過
程
で

指
摘
の
あ
っ
た
事
項
等
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
改
善
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

①
業
者
指
名
案
の
策
定
で
は
地
域
性

や
指
名
回
数
等
に
偏
り
の
な
い
よ

う
に
、
選
考
基
準
に
留
意
し
た
指

名
選
定
に
努
め
る
。

②
管
財
課
の
業
者
選
考
経
過
、
審
査

会
で
の
審
査
経
過
等
に
つ
い
て
、

会
議
記
録
を
残
す
よ
う
改
善
す
る
。

③
予
定
価
格
・
最
低
価
格
等
に
つ
い

て
は
、
秘
匿
性
保
持
の
観
点
か
ら
、

入
札
日
ま
た
は
そ
の
直
近
の
決
定

に
改
善
す
る
。

④
契
約
審
査
会
で
は
個
々
の
委
員
が

十
分
に
自
覚
を
も
ち
職
責
を
果
た

し
て
、
審
査
会
本
来
の
機
能
と
責

務
を
果
た
せ
る
よ
う
に
努
め
る
。

⑤
談
合
情
報
に
よ
る
事
業
者
の
事
情

聴
取
書
作
成
は
、
事
業
者
の
自
署

と
す
る
等
、
適
切
な
事
務
改
善
を

図
る
。

⑥
管
財
課
及
び
契
約
審
査
会
委
員
等
、

入
札
業
務
に
関
係
す
る
職
員
は
、

発
言
や
行
動
に
十
分
注
意
し
、
一

層
の
公
平
・
公
正
な
職
務
遂
行
に

努
め
る
。

　

以
上
の
最
終
報
告
を
も
っ
て
、
当

委
員
会
と
し
て
の
調
査
活
動
を
終
え

ま
し
た
。

入
札
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

入
札
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

特特
別別
委委
員員
会会
のの

審
査
経
過
と
結
果

研
修
日
：
平
成
22
年
７
月
16
日

研
修
先
：
山
梨
県
北
杜
市

　

庁
舎
建
設
１
０
０
人
市
民
会

議
が
、
既
存
施
設
を
活
用
し
た

庁
舎
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
北

杜
市
へ
私
た
ち
も
調
査
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

北
杜
市
は
、
平
成
16
年
、
18

年
に
８
町
村
が
合
併
さ
れ
、
稲

敷
市
の
約
３
倍
の
面
積
を
有
し

て
い
る
自
治
体
で
、
現
在
の
北

杜
市
の
庁
舎
は
、
元
県
立
商
業

高
校
の
校
舎
一
棟
を
そ
の
ま
ま

活
用
し
て
お
り
、
議
場
に
お
い

て
は
元
格
技
場
で
あ
っ
た
建
物

を
議
会
棟
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

合
併
に
当
た
っ
て
は
、
本
庁
舎
の

位
置
決
定
は
最
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、

合
併
後
10
年
間
を
目
途
に
決
定
す
る

と
し
て
、
そ
れ
ま
で
は
「
暫
定
の
仮

庁
舎
」
に
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た

経
緯
が
あ
る
と
し
て
、
お
金
を
か
け

な
い
こ
と
を
基
本
に
校
舎
を
そ
の
ま

ま
活
用
し
、
足
り
な
い
部
分
は
プ
レ

ハ
ブ
庁
舎
を
増
設
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
域
と
な
る
市
民
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
各
旧
８
町
村
に
は
総
合
支

所
を
残
し
、
ま
た
上
下
水
道
セ
ン

タ
ー
や
教
育
セ
ン
タ
ー
を
市
内
４
カ

所
に
配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
住
民

か
ら
は
本
庁
舎
内
の
配
置
が
分
か
り

に
く
い
こ
と
や
、
各
支
所
で
の
対
応

に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
等
の
問
題
も

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
、
暫
定
庁
舎
で
あ
る

こ
と
か
ら
耐
震
構
造
へ
の

対
応
は
行
っ
て
い
な
い
こ

と
や
、
財
政
的
に
も
公
債

費
負
担
比
率
が
高
く
、
合

併
特
例
債
の
活
用
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
、

更
に
は
10
年
間
の
暫
定
で

あ
る
が
未
だ
に
本
庁
舎
の

正
式
な
位
置
決
定
に
つ
い

て
動
き
出
し
て
い
な
い
こ

と
等
の
課
題
が
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

稲
敷
市
と
同
じ
部
分
が

あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

新
庁
舎
建
設
の
根
幹
と
な

る
財
政
の
指
標
が
低
い
こ

と
や
、
当
初
か
ら
準
備
を

行
っ
て
基
金
を
積
み
立
て
備
え
て
き

た
こ
と
等
、
背
景
と
し
て
は
大
き
く

違
う
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
校

舎
を
活
用
し
た
庁
舎
内
で
は
各
課
の

事
務
ス
ペ
ー
ス
の
狭
さ
が
目
立
っ
て

見
え
、
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

る
と
は
到
底
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

 議会全体研修報告
 視察研修報告
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委
員
長　

伊
藤　
　

均　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
５
議
案

に
つ
い
て
、
主
な
審
査
の
経
過
と
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
44
号　

平
成
22
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

の
う
ち
、
財
政
課
所
管
で
は
、
歳
入

に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税
の
交
付

額
の
決
定
に
伴
う
補
正
、
会
計
課
で

は
、
振
込
や
振
替
な
ど
が
あ
る
と
き

は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
帳
票

等
を
銀
行
の
派
出
員
が
持
ち
帰
っ
て

処
理
し
て
い
た
が
、
個
人
情
報
保
護
、

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
直
接
オ
ン
ラ

イ
ン
を
図
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
議

案
第
52
号　

平
成
21
年
度　

稲
敷
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
う

ち
、
新
庁
舎
建
設
基
金
に
つ
い
て
、

毎
年
５
億
円
積
立
し
、
21
年
度
末
で

基
金
残
高
が
約
25
億
円
に
な
っ
た
こ

と
を
市
民
へ
周
知
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
企

業
立
地
推
進
事
業
に
関
し
、
県
任
せ

で
は
な
く
市
長
は
じ
め
、
執
行
部
の

更
な
る
誘
致
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
55
号
、
第
59
号
及
び
第
60
号

の
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
も
、

詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
44
号
は
全
会

一
致
に
よ
り
可
決
、
議
案
第
52
号
、

第
55
号
、
第
59
号
及
び
第
60
に
つ
い

て
も
全
て
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
議
案
９
件
の
主
な
審
査
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
43
号
は
、
県
医
療
福
祉
対

策
要
綱
改
正
に
伴
い
医
療
福
祉
費
支

給
対
象
が
小
学
３
年
生
ま
で
拡
大
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
条
例
の
引
用
条

文
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。
当
市
で

は
既
に
市
単
独
で
中
学
３
年
生
ま
で

の
拡
大
措
置
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
案
第
44
号
は
、
一
般
会
計
の
補

正
予
算
案
件
で
、
保
険
課
所
管
で
は

議
案
第
43
号
の
改
正
に
伴
う
電
算
業

務
処
理
経
費
の
増
額
。
生
活
環
境
課

所
管
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化

に
伴
う
共
同
ア
ン
テ
ナ
の
管
理
組
合

や
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
補
助
金

増
額
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
難
視

聴
区
域
の
個
人
世
帯
へ
の
助
成
等
に

関
す
る
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
個

人
へ
の
補
助
は
な
く
個
別
対
応
と
な

る
旨
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
46
号
の
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
で
は
、
当
初
予
算
に
比

べ
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
補
正
額

が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、
担
当
課
か
ら
は
当
会
計
は

既
に
事
業
終
了
し
た
医
療
給
付
の
精

算
処
理
で
あ
り
、
当
初
は
暫
定
的
な

予
算
計
上
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、

当
会
計
は
本
年
度
を
も
っ
て
終
了
と

な
る
こ
と
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
52
号
、
一
般
会
計
決
算
認

定
の
う
ち
税
務
課
・
納
税
課
の
合
同

審
査
で
は
、
市
税
全
体
で
4
億
1
千

万
円
の
収
入
減
と
な
っ
た
厳
し
い
状

況
が
示
さ
れ
、
租
税
債
権
機
構
へ
の

処
理
委
託
と
負
担
金
等
に
関
す
る
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
機
構
へ
は
滞
納

額
が
高
額
で
市
の
徴
収
が
困
難
な
案

件
か
ら
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
課
で
は
関
連
質
問

の
中
で
、
現
在
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
百
歳
を
超
え
る
生
存
し
な
い
高

齢
者
の
戸
籍
に
つ
い
て
の
質
疑
が
交

さ
れ
、
当
市
で
は
33
名
が
該
当
し
今

後
法
務
局
と
の
協
議
に
よ
り
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
53
号
、
第
54
号
及
び
第
62

号
の
各
特
別
会
計
決
算
認
定
案
件
に

つ
い
て
は
、
担
当
課
で
あ
る
保
険
課

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
概
要
説
明
を
受
け
審

査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
特
に
問
題

と
な
る
執
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
9
議
案
全
て
に
つ
い

て
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
ま
た
は
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

根
本　

光
治　

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
４
件
に
つ
い
て
、
主
な
審
査

の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
44
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
の
う
ち
、
高
齢
福
祉

課
で
は
、
介
護
保
険
料
の
コ
ン
ビ
ニ

収
納
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
来
年

度
か
ら
実
施
す
る
収
納
業
務
シ
ス
テ

ム
の
改
修
等
に
係
わ
る
準
備
経
費
で
、

既
に
実
施
し
て
い
る
市
税
等
と
同
様

に
各
コ
ン
ビ
ニ
23
社
を
予
定
し
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
52
号　

一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
の
う
ち
高
齢
福
祉
課
で

は
、
敬
老
事
業
に
関
連
し
た
質
疑
に

対
し
、
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
の

安
否
確
認
に
つ
い
て
は
、
市
内
在
住

の
１
０
０
歳
達
成
者
９
名
、
１
０
０

歳
以
上
18
名
す
べ
て
自
宅
訪
問
等
を

行
い
本
人
確
認
を
行
っ
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
児
童
福
祉
課
と
教

育
総
務
課
に
お
い
て
は
、
同
質
の
質

疑
が
な
さ
れ
、
就
学
前
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
、
公
立
も
私
立
も
同
じ
目

線
で
捉
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
ま
た
保
育
園
の
子
も
、
幼
稚
園

の
子
も
変
わ
り
は
な
い
。
小
学
校
へ

入
学
し
た
時
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
の
で
、
職
員
は
ど
の
よ
う
に
育

て
る
か
と
い
う
視
点
で
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
案
第
58
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
で
は
、
介
護

保
険
料
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
滞
納
の
時
効
は
２
年
で
、

時
効
と
な
っ
た
方
の
保
険
証
の
扱
い

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
が
１
割
か
ら

３
割
の
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
議
案
第
49
号
に
つ
い
て

も
詳
細
な
説
明
を
受
け
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
、
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

当
委
員
会
へ
は
議
案
12
件
が
付
託

さ
れ
、
９
月
16
日
か
ら
２
日
間
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
議
案
の
主
な
審

査
経
過
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
44
号
の
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
各
課
か
ら
の
補
正
内
容
の

説
明
の
他
、
都
市
計
画
課
の
リ
バ
ー

サ
イ
ド
公
園
改
修
工
事
に
伴
う
家
屋

補
償
等
経
費
の
質
疑
が
あ
り
、
24
戸

の
対
象
世
帯
の
う
ち
３
戸
に
被
害
が

あ
り
措
置
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
第
52
号　

一
般
会
計
決
算
認

定
案
件
で
は
、
昨
年
度
実
施
し
た

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
の
実
績
質
疑
が
あ
り
、
登
録
さ

れ
た
２
２
３
の
地
元
事
業
所
で
全
体

の
61
・
６
％
及
び
大
型
店
13
店
舗
で

38
・
４
％
の
利
用
が
あ
り
、
17
万
円

分
は
未
換
金
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
結

果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
計
画
課

の
審
査
で
は
、
江
戸
崎
工
業
団
地
の

市
街
化
区
域
編
入
等
に
関
連
し
て
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備
や
道

路
沿
線
等
の
市
街
化
区
域
見
直
し
を

図
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
第
57
号
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
の
決
算
審
査
で
は
、
高
金

利
事
業
債
の
借
換
え
進
捗
状
況
の
質

問
が
あ
り
、
５
％
以
上
の
金
利
事
業

債
は
昨
年
度
ま
で
に
全
て
借
換
え
済

で
あ
る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
65
号　

不
動
産
の
買
入
れ

に
つ
い
て
は
、
地
元
要
望
に
よ
り
和

田
公
園
内
に
駐
車
場
兼
雨
水
調
整
池

を
整
備
す
る
た
め
、
５
，
７
４
３
・

16
㎡
の
用
地
を
取
得
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
の
全
議
案
に

つ
い
て
全
会
一
致
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
認
定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。
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視 察 研 修 報 告

 総務常任委員会
 視察研修報告

研
修
日
：
平
成
22
年
７
月
13
日

 

〜
14
日

視
察
先
：
山
梨
県
韮
崎
市

　
　
　
　

静
岡
県
富
士
宮
市

　

韮
崎
市
で
は
、
効
果
的
な
行

財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
平
成

13
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
評
価
す

る
事
業
は
、
議
会
活
動
事
務
、

情
報
管
理
事
業
等
を
除
い
た
約

１
０
０
事
業
に
つ
い
て
実
施
し
、

評
価
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の

目
的
・
対
象
・
手
段
・
成
果
を

明
確
に
し
、
事
業
ご
と
に
直
接
経
費

に
人
件
費
を
加
え
た
総
事
業
費
で
コ

ス
ト
を
計
算
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
状
を
評
価
す
る
指
標
と
し
て
、
事

業
の
現
状
を
表
す
活
動
・
成
果
・
効

率
の
各
指
標
を
用
い
て
事
業
を
分
析

し
、
妥
当
性
・
成
果
・
効
率
性
の
観

点
か
ら
総
合
評
価
を
行
い
、
改
善
・

改
革
を
加
え
て
事
業
の
展
開
に
活
か

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

富
士
宮
市
で
は
、
全
国
的
に
有
名

に
な
っ
た
富
士
宮
や
き
そ
ば
や
豊
富

な
地
元
食
材
を
生
か
し
、
食
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。
平
成
12
年

11
月
に
や
き
そ
ば
を
活
か
し
た
ま
ち

お
こ
し
を
し
よ
う
と
「
富
士
宮
や
き

そ
ば
学
会
」
を
立
ち
上
げ
、
や
き
そ

ば
マ
ッ
プ
の
作
成
や
話
題
性
の
あ
る

活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、「
富
士
宮

や
き
そ
ば
」
が
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成

16
年
に
は
、
特
許
庁
か
ら

「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」
を
商

標
と
し
て
認
定
さ
れ
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
先
駆
け
と
し
て

全
国
的
に
話
題
と
な
り
地

域
経
済
に
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
平
成

18
年
に
は
、
年
間
50
万
人

の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
今
年
の
秋
ま
で
に
は
、

経
済
効
果
は
４
０
０
億
円

を
超
え
る
予
想
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

事
務
事
業
評
価
制
度
、
地
元
食
材

を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
今
後

の
本
市
事
業
推
進
の
参
考
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
し
た
。

研
修
日
：
平
成
22
年
８
月
４
日

視
察
先
：
日
立
市
議
会

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
日
立

市
議
会
を
訪
問
し
、
議
会
運
営

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

日
立
市
は
、
昭
和
14
年
に
市

政
を
施
行
し
、
人
口
約
20
万
人

弱
の
工
業
都
市
で
す
。
市
議
会

は
、
議
員
定
数
30
人
（
次
回
の

一
般
選
挙
か
ら
定
数
を
28
人
に

す
る
。）、
常
任
委
員
会
は
、
総

務
産
業
、
教
育
福
祉
、
環
境
建

設
の
３
つ
の
委
員
会
で
構
成
さ

れ
、
会
派
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
会
派
は
６
つ
の
会
派
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
算
の
審
査
は
、
各
常
任
委
員
会

へ
分
割
付
託
さ
れ
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
は
総
務
産

業
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
決
算
認
定
議
案
は
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
定
例
会
会

期
中
に
設
置
し
各
会
派
の
構
成
人
数

に
よ
り
選
出
さ
れ
た
10
人
の
委
員
に

よ
り
審
査
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
決
算
審
査
の
と

き
は
、
効
率
の
良
い
審
査
を
行
う
た

め
、
６
月
定
例
会
期
中
に
決
算
審
査

資
料
検
討
会
を
設
け
、
要
求
資
料
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

代
表
質
問
を
行
っ
て
お
り
、
市
長

の
施
政
方
針
が
行
わ
れ
て
い
る
定
例

会
で
行
わ
れ
、
会
派
（
３

人
以
上
）
か
ら
1
人
ず
つ

選
ば
れ
質
問
を
行
い
、
市

長
が
答
弁
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

行
政
改
革
に
よ
り
本
会

議
、
常
任
委
員
会
に
出
席

し
た
と
き
に
支
払
わ
れ
る

費
用
弁
償
は
、
平
成
10
年

４
月
１
日
か
ら
全
廃
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
歴
史

の
あ
る
日
立
市
議
会
を
視

察
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
本

市
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

 議会運営委員会
 視察研修報告
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
22
年
７
月
21
日

 

〜
22
日

研
修
先
：
神
奈
川
県
相
模
原
市

　
　
　
　

静
岡
県
伊
豆
市

　

相
模
原
市
で
は
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
特
徴
的
な
事
業
と
し

て
は
「
生
き
が
い
農
園
」
と
い

う
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

60
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
を
対

象
と
し
て
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
や
、
土
に
親
し
ん
で
作
物
を

育
て
る
こ
と
で
の
生
き
が
い
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

総
面
積
は
１
万
２
千
56
㎡
、
８

２
２
区
画
（
１
区
画
10
㎡
）
を
市
街

化
区
域
内
の
18
箇
所
に
有
し
て
お
り
、

市
民
農
園
運
営
協
議
会
が
管
理
主
体

と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
相
模

原
市
で
は
、
生
き
が
い
農
園
の
ほ
か

に
も
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
「
ふ

れ
あ
い
農
園
」
等
３
つ
の
農
園
を
同

所
内
に
実
施
し
て
お
り
、
結
果
と
し

て
高
齢
者
対
策
だ
け
で
な
く
、
世
代

間
交
流
や
、
農
家
の
方
と
一
般
市
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ

る
位
置
づ
け
に
も
な
っ
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

伊
豆
市
で
は
「
こ
ど
も
課
」
の
概

要
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
少
子
化
が
急
激
に
進
み
、
幼
稚

園
、
保
育
園
の
児
童
数
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対
策
と
合

わ
せ
て
子
育
て
支
援
等
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
平
成
20
年

４
月
に
児
童
福
祉
専
門
の
課
を
作
る

と
し
て
設
置
さ
れ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

担
当
部
門
の
強
化
と
し

て
は
、
市
事
務
分
掌
規
則

の
改
正
等
を
行
い
、
幼
稚

園
の
所
管
を
教
育
委
員

会
か
ら
市
長
部
局
へ
移
し
、

小
学
校
へ
就
学
前
の
子
ど

も
と
、
就
学
後
の
子
ど
も

の
担
当
を
分
け
る
こ
と
で

幼
児
教
育
環
境
の
再
編
を

し
や
す
い
体
制
と
し
た
こ

と
、
ま
た
幼
稚
園
・
保
育

所
等
の
申
請
窓
口
を
一
本

化
し
た
こ
と
が
特
徴
的
で

し
た
。
こ
れ
は
、
現
市
長

が
「
市
内
の
子
ど
も
は
、

幼
稚
園
も
保
育
園
も
区
別

を
し
て
は
な
ら
な
い
、
み
な
同
じ
伊

豆
市
の
子
ど
も
で
あ
る
」
と
の
考
え

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

今
後
、
稲
敷
市
に
お
け
る
少
子
化
、

高
齢
化
に
対
す
る
と
て
も
参
考
に
な

る
研
修
で
し
た
。

 産業建設常任委員会
 視察研修報告

研
修
日
：
平
成
22
年
７
月
27
日

 

〜
28
日

研
修
先
：
滋
賀
県
長
浜
市

　
　
　
　

滋
賀
県
東
近
江
市

　

初
日
の
視
察
地
で
あ
る
長
浜

市
は
「
黒
壁
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
商
店
街

活
性
化
と
観
光
集
客
に
成
功
を

お
さ
め
た
自
治
体
で
す
。
黒
壁

グ
ル
ー
プ
店
舗
の
事
務
局
の
他
、

熟
年
者
の
経
営
店
舗
や
観
光
の

支
援
等
、
長
浜
の
ま
ち
づ
く
り

に
幅
広
く
係
わ
る
活
動
を
実
践

し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く

り
役
場
」
に
て
事
業
経
緯
や
実

情
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

長
浜
で
は
歴
史
的
建
造
物
の
保
全

と
商
店
街
再
生
問
題
を
発
端
と
し
て
、

市
民
が
行
政
に
先
駆
け
て
第
三
セ
ク

タ
ー
設
立
等
の
行
動
を
起
こ
し
、
北

国
ガ
ラ
ス
街
道
や
黒
壁
エ
リ
ア
の
形

成
等
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
、
市
民
主

導
の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
ま
ち
づ
く
り
や
商
店
街
活
性

化
に
は
、
行
政
の
力
以
上
に
民
活
パ

ワ
ー
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
文

化
資
源
、
意
欲
あ
る
若
者
、
有
能
な

リ
ー
ダ
ー
」
が
ま
ち
づ
く
り
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
の
意
見
も
う
な

ず
け
る
も
の
で
し
た
。

　

東
近
江
市
で
は
「
エ
コ
プ
ラ
ザ
菜

の
花
館
」
を
訪
問
し
、
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
研

修
し
ま
し
た
。
琵
琶
湖
で
発
生
し
た

赤
潮
へ
の
取
組
み
か
ら
始

ま
っ
た
、
住
民
主
体
の
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
へ
の
参
画

や
廃
油
利
用
に
よ
る
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
精

製
、
菜
種
利
用
へ
と
展
開

し
て
き
た
事
業
活
動
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

休
耕
田
を
活
用
し
て
約

10
年
前
に
0.3 

ha
か
ら
開
始

さ
れ
た
菜
の
花
栽
培
は
現

在
17 

ha
へ
と
規
模
を
拡
大

し
、
開
花
時
期
に
は
隣
接

す
る
道
の
駅
の
集
客
数
を

1.5
倍
に
増
加
さ
せ
る
な
ど
、

観
光
資
源
と
し
て
の
効
果

も
生
ん
で
い
る
成
功
事
例
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
同
施
設
で
併
せ
て
実

施
し
て
い
る
、
も
み
殻
の
く
ん
炭
事

業
や
事
業
の
採
算
制
、
軽
油
税
と
の

関
係
性
や
農
地
転
作
補
償
等
に
関
す

る
質
疑
等
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

 教育福祉常任委員会
 視察研修報告
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編

集

後

記

編

集

後

記

委

員

長　
　

大　

湖　

金
四
郎

副
委
員
長　
　

根　

本　
　
　

保

委　
　

員　
　

木　

内　

義　

延

委　
　

員　
　

山　

本　

祐　

子

委　
　

員　
　

柳　

町　

政　

広

委　
　

員　
　

浅　

野　

信　

行

委　
　

員　
　

伊　

藤　
　
　

均

委　
　

員　
　

根　

本　

光　

治

　

今
年
の
夏
は
記
録
破
り
の
猛
暑
、

雨
が
降
れ
ば
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
、
自
然

界
の
恐
ろ
し
さ
を
い
や
と
い
う
ほ
ど

骨
身
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
日
本
列
島

で
し
た
。

　

し
か
し
、
時
が
過
ぎ
れ
ば
秋
は

確
実
に
や
っ
て
き
ま
す
。「
実
り
の

秋
」
我
が
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

も
、
今
「
実
り
の
秋
」
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
早
い
も
の
で
２
年

間
の
役
目
も
あ
と
少
し
、
夏
の
ご
と

く
熱
き
思
い
で
「
い
か
に
読
ん
で
も

ら
え
る
か
」
の
協
議
を
重
ね
、
時
に

は
他
市
町
村
へ
の
視
察
研
修
会
を
行

い
、
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
結

果
、
文
章
は
短
く
、
分
か
り
や
す
く
、

ま
た
文
字
は
大
き
く
、
写
真
を
多
く

入
れ
て
色
合
い
を
出
し
、
今
日
の
議

会
だ
よ
り
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

後
任
の
方
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

読
者
の
皆
様
、
２
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　市議会は、傍聴できます。

　この９月定例会では、会期中、延べ２１人

の皆さまが来場し、議場内で傍聴されました。

　また、当初から、庁舎１階ロビーにある

テレビで議会中継を傍聴される方もおりま

した。
☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）

FAX ０２９９―７８―３３９６

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

11 16 日火となります。

◆
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、
直

接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
と
し

て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、
受
理
し

た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た
陳
情
の
議

決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

●
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・
理
由
）

は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を
求
め
、
何

を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
、
ま
た
、
簡
単
明
瞭
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
図

面
や
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随
時

受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
毎

定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
）

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
定

例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
定

例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明
な
点

は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程等については、１１月

１０日以降、議会事務局までお問い合わせ下さい。


